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Ⅰ จะสอนอย่างไรด?ี 

1. ล าดับการเรียน 
ขอแนะน ำตวัอยำ่งกำรสอนดงันี ้ซึ่งควรจะด ำเนินกำรสอนแบบปรบัเปล่ียนไปตำมควำมเหมำะสมโดยสงัเกต

พฤตกิรรมของเดก็ 

 ก่อนอ่ืนใหก้ ำหนดเปำ้หมำยรำยปี แลว้ก็ก ำหนดเปำ้หมำยรำยเดือน จำกนัน้คอ่ยก ำหนดเปำ้หมำย

รำยวนั 

 ควรเตรียมสำระกำรเรียนรูใ้หม ่ๆ ใหเ้ด็กเรียน ครัง้ละ 2-3เรื่อง เพื่อใหเ้ดก็รูส้กึสนใจและสำมำรถเรียนรูไ้ด ้

 
 ควรก ำหนดล ำดบัก่อนหลงัของกำรเรียนใหเ้หมือนๆกนัทกุครัง้ 

น ำเขำ้สูบ่ทเรียน   หวัขอ้เรียนใหม่ 1   ฝึกหดั 1   หวัขอ้เรียนใหม่ 2  ฝึกหดั 2  สรุป 

 ตัวอย่างเช่น ช่ัวโมงเรียน50นาท ี

น ำเขำ้สูบ่ทเรียน    (ทกัทำย คยุหรือฝึก หรือทบทวนเรื่องท่ีเรียนไปครัง้ก่อน เพ่ือโนม้ควำมสนใจ
ของเดก็เขำ้สูบ่ทเรียน)  5 นำที 

หวัขอ้เรียนใหม่ 1  (อธิบำยเรื่องท่ีจะเรียนของวนันัน้)  5 นำที 

ฝึกหดั 1 (ท ำแบบฝึกหดัหรือเลน่เกมเก่ียวกบัเรื่องท่ีอธิบำยไปแลว้)  15 นำที 

หวัขอ้เรียนใหม่ 2 (อธิบำยเรื่องท่ีจะเรียนของวนันัน้)  5 นำที 

ฝึกหดั 2 (ท ำแบบฝึกหดัหรือเลน่เกมเก่ียวกบัเรื่องท่ีอธิบำยไปแลว้)  15 นำที 

สรุป (สรุปเรื่องท่ีเรียนไปในวนันัน้ หรือสั่งกำรบำ้น)  5 นำที 

 เป็นกำรก ำหนดเวลำครำ่วๆ คดิว่ำเรียนตำมท่ีก ำหนดไวเ้ป็นเรื่องยำก แตค่วรเขม้ขน้บำ้งผอ่นเบำบำ้ง ให้

เป็นไปตำมจงัหวะท่ีเหมำะสม 

 ควรบอกเดก็ถึงเนือ้หำส ำคญัท่ีจะเรียนในวนันัน้ตอนตน้ชั่วโมงเรียน 

หัวข้อเรียนใหม่ 1 และ 2 
ตัวอย่างเช่น 
1. บทสนทนา (เลือกหัวข้อทีส่นใจ) 
2. วิธีเขียนและอ่านอักษรไทย 
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Ⅰ どのように教
おし

える？ 

1. 勉強
べんきょう

の流
なが

れ 

教
おし

え方
かた

の例
れい

を 紹
しょう

介
かい

します。子
こ

どもたちの様
よう

子
す

を見
み

ながら臨
りん

機
き

応
おう

変
へん

に進
すす

めましょう。 

 まず 1年間
ねんかん

の目 標
もくひょう

、そして 1ヶ月
か げ つ

間
かん

の目 標
もくひょう

を決
き

めてから、1日
にち

の目 標
もくひょう

を決
き

めておくと

いいです。 

 子
こ

どもたちが興味
きょうみ

を持
も

って勉 強
べんきょう

できるように、勉 強
べんきょう

する 新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

を毎回
まいかい

2 つ

か 3つ用意
ようい

しておきましょう。 

 勉
べん

強
きょう

の流
なが

れを毎
まい

回
かい

だいたい同
おな

じように

決
き

めておくとよいでしょう。 

 

 

 導 入
どうにゅう

    新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

①    練 習
れんしゅう

①    新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

②    練 習
れんしゅう

②    まとめ 

◆ たとえば、50分
ぷん

の勉 強
べんきょう

の流れ
なが  

として 

   導 入
どうにゅう

（挨
あい

拶
さつ

、子
こ

どもの気
き

持
も

ちを勉
べん

強
きょう

に向
む

けるためのお 話
はなし

やドリル、前回
ぜんかい

の復 習
ふくしゅう

） 5分
ふん

 

   新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

 ① （その日
ひ

に勉 強
べんきょう

することを説明
せつめい

） 5分
ふん

 

   練 習
れんしゅう

 ① （説明
せつめい

したことを練 習
れんしゅう

するドリルやゲーム） 15分
ふん

 

新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

 ② （その日
ひ

に勉 強
べんきょう

することを説明
せつめい

） 5分
ふん

 

   練 習
れんしゅう

 ② （説明
せつめい

したことを練 習
れんしゅう

するドリルやゲーム） 15分
ふん

 

   まとめ（その日
ひ

に何
なに

を勉 強
べんきょう

したかをまとめたり、宿 題
しゅくだい

を出
だ

したり） 5分
ふん

 

 

 だいたいの目安
めやす

です。予
よ

定
てい

どおり進
すす

めることは 難
むずか

しいと思
おも

いますが、メリハリをつけて

リズムよく進め
すす   

ましょう。 

 その日
ひ

に勉
べん

強
きょう

する主
おも

な内
ない

容
よう

を、最
さい

初
しょ

に子
こ

どもたちに伝
つた

えておきましょう。 

新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

として 

たとえば・・・ 

① 会話
か い わ

（トピックを選
えら

んで） 

② タイ文字
も じ

の書
か

き方
かた

・読
よ

み方
かた
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2. เทคนิคทีท่ าใหเ้รียนอยา่งสนุก 
 เคล่ือนไหวรำ่งกำยแลว้ฝึกจ ำไปดว้ย 

 ฝึกจ ำจำกกำรเลน่เกม 

 เม่ือจ ำไดก็้ตดิสตกิเกอรใ์ห ้หรือแสตมป์บตัรคะแนนให ้เพ่ือดงึควำมสนใจของเดก็ 

 หมั่นชมเชยในควำมพยำยำมของเดก็จะท ำใหเ้ด็กรูส้กึ “อยำกจะพยำยำมใหม้ำกขึน้อีก” 

เอกสำร ☛หนำ้ 86 

 ขอควำมรว่มมือจำกคณุพอ่คณุแมใ่หช้ว่ยใชภ้ำษำไทยท่ีบำ้นเป็นประจ ำ 

 

 กรณีท่ีสำมำรถใชอิ้นเตอรเ์น็ตได ้ก็ควรใชเ้ว็บไซตท่ี์มีภำษำไทยส ำหรบัเดก็ 

 หำกมีเวลำ อำ่นหนงัสือนิทำนใหฟั้งก็จะชว่ยเพิ่มประสิทธิภำพควำมรูค้วำมเขำ้ใจได ้

 

 

  

ใชบ้ตัรภำพบำ้ง ไอแพดบำ้ง！ 

（カードを使
つか

ったり、iPad を使
つか

ったり！） 

อ่านหนังสือนิทานใหฟั้ง 
แต่เดก็ไม่เข้าใจเหรอ? 
 

ไม่ต้องกังวลหรอก！  
ส่ิงส าคัญคือควรเร่ิมอ่านจากหนังสือ 

นิทานง่ายๆ อ่านให้ฟังบ่อยๆ จะช่วยเสริมสร้าง
จินตนาการและสมาธิให้กับเดก็ 
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2. 楽しく
たの       

勉強
べんきょう

を続
つづ

ける工夫
く ふ う

 

 体
からだ

を動かして
うご            

リズムで覚
おぼ

える！ 

 ゲームをしながら覚
おぼ

える！ 

 覚
おぼ

えたらシールを貼
は

ったり、スタンプを押
お

したりしてモチベーションをキープ！ 

 努力
どりょく

したことを大
おお

いにほめましょう。子
こ

どもたちはきっと「また がんばろう！」と思
おも

うはずです。 

☛P.86 

 家
いえ

でもタイ語
  ご

をたくさん使う
つか   

よう、お母
かあ

さんお父
とう

さんに 協 力
きょうりょく

していただきましょう。 

 

 インターネットを使
つか

える場合
ばあい

には、子
こ

どものためのタイ語
ご

のサイトも活用
かつよう

しましょう。 

 時
じ

間
かん

があれば、絵
え

本
ほん

の読
よ

み聞
き

かせも効
こう

果
か

があります。 

 

 

 

เล่นเกม “ ไพ่คารุตะ” 
โดยหยบิบตัรภาพ  

絵
え

カードを使
つか

って 

“ かるた取
と

りゲーム ” 

 

絵本
え ほ ん

を読んで
よ    

も、 

子ども
こ    

には言葉
こ と ば

が分
わ

からない？ 

 

 

心配
しんぱい

しないで、簡単
かんたん

な絵本
え ほ ん

から 

たくさん読んで
よ    

あげましょう。 

大切
たいせつ

な子ども
こ    

の想像力
そうぞうりょく

や集中力
しゅうちゅうりょく

が育ち
そだ    

ます。 
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＜สิง่ทีไ่ดเ้รียนในหอ้งเรียนภาษาแม่ของชมรมRPT＞ 

＜RPT の母語
ぼ ご

教室
きょうしつ

で勉強
べんきょう

してきたこと＞ 

① ฝึกอำ่นเขียนตวัอกัษรและตวัเลขไทย（タイ語
ご

の文字
も じ

や数字
す う じ

を書
か

いたり読
よ

んだりする練習
れんしゅう

） 

② ครูอ่ำนหนงัสือนิทำนภำพใหฟั้ง（先生
せんせい

にタイ語
ご

の絵本
え ほ ん

を読
よ

んでもらった） 

③ ประดษิฐ์กระทงในเทศกำลงำนลอยกระทงและร  ำวง（ローイカトンのカトン作りと踊り） 

④ รอ้งเพลงไทย（タイの歌
うた

を歌
うた

った） 

⑤ ไปทศันศกึษำหอ้งสมดุท่ีมีหนงัสือภำษำไทยอยูจ่  ำนวนมำก＊1（タイ語
ご

の本
ほん

がたくさんある図書館
としょかん

見学
けんがく

） 
＊มีหนงัสือภำษำไทย 650 เลม่ในหอ้งสมดุกลำงประจ ำเมืองโยโกฮำมำ 

（横浜
よこはま

市立
しりつ

 中 央
ちゅうおう

図書館
としょかん

にはタイ語
ご

の本
ほん

が 650冊
さつ

！） 
⑥ อำ่นหนงัสือภำษำไทย（タイ語

ご

の本
ほん

を読
よ

んだ） 

⑦ ใสช่ดุไทย（タイの衣装
いしょう

を着
き

た）  

⑧ ไปดบูำ้นไทยและรถท่ีใชว้ิ่งในเมืองไทย＊2（タイの家
いえ

やタイの車
くるま

を見
み

に行
い

った） 

＊ชัน้5 เอิรธ์ พลำซำ่ จงัหวดัคำนำกำวะ（神奈川県
かながわけん

“あーすぷらざ”5F） 

⑨ ฟังเรื่องของควำญชำ้ง（象
ぞう

つかいの人
ひと

のお話
はなし

を聞
き

いた） 

⑩ เลน่เกม “วิ่งเป้ียว” （タイのゲーム“ウィンピアオ”をした） 

⑪ เรียนกบัครูท่ีมำจำกเมืองไทย（タイから来
き

た先生
せんせい

が教
おし

えてくれた） 

⑫ คดิเก่ียวกบัสิ่งท่ีแตกตำ่งกนัระหวำ่งเมืองไทยและญ่ีปุ่ น（タイと日本
に ほ ん

の違
ちが

いを考
かんが

えた） 

 

 

＊１⑤หอ้งสมดุกลำงประจ ำเมืองโยโกฮำมำ 
สถำนฮิีโนะเดะโจ（รถไฟสำยเคคิว） 

横浜市立
よこはましりつ

 中央図書館
ちゅうおうとしょかん

（京急線
けいきゅうせん

日
ひ

ノ
の

出町
でちょう

駅
えき

） 

URL: https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/ 

kyodo-manabi/library/ 

＊２⑧บำ้นไทย ชัน้5 เอิรธ์พลำซำ่ จงัหวดัคำนำกำวะ 
สถำนีโฮงโกได（รถไฟJR สำยเนงิชิ） 

神奈川県
か な が わ け ん

“あーすぷらざ”5F(JR根岸
ね ぎ し

線
せん

 本郷台駅
ほんごうだいえき

) 

URL: https://www.earthplaza.jp/ep/thai/exhibition. 

html 
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